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総務消防委員会活動実績等について 

（令和元年12月～令和2年11月） 

 

１ 議案審査結果等 

⑴ 委員会 

① 令和元年12月定例会（８議案）     （12月17日審査） 

№ 議 案 名 審査結果 

１ 
第47号議案 舞鶴市消防団条例の一部を改正する条

例制定について 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

２ 
第48号議案 舞鶴市債権管理条例の一部を改正する

条例制定について 

可決すべきもの 

（賛成多数） 

３ 

第49号議案 舞鶴市個人番号の利用及び特定個人情

報の提供に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

４ 
第58号議案 舞鶴市会計年度任用職員の勤務時間、休

暇等に関する条例制定について 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

５ 
第59号議案 舞鶴市会計年度任用職員の給与及び費

用弁償に関する条例制定について 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

６ 

第60号議案 会計年度任用職員制度の導入等に伴う

関係条例の整備に関する条例制定につ

いて 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

７ 

第61号議案 舞鶴市職員の給与に関する条例及び舞

鶴市一般職の任期付職員の採用等に関

する条例の一部を改正する条例制定に

ついて 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

８ 

第62号議案 舞鶴市の市長及び副市長の給与に関す

る条例及び舞鶴市教育長の給与等に関

する条例の一部を改正する条例制定に

ついて 

可決すべきもの 

（賛成多数） 

 

② 令和２年３月定例会（５議案）      （３月17日審査） 

№ 議 案 名 審査結果 

１ 
第10号議案 舞鶴市の職員の服務の宣誓に関する条例

の一部を改正する条例制定について 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

２ 
第11号議案 舞鶴市職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

可決すべきもの 

（賛成多数） 

３ 

第12号議案 舞鶴市の市長及び副市長の給与に関する

条例及び舞鶴市教育長の給与等に関する

条例の一部を改正する条例制定について 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

４ 

第13号議案 舞鶴市教育に関する事務の職務権限の特

例に関する条例の一部を改正する条例制

定について 

可決すべきもの 

（賛成多数） 

５ 
第24号議案 辺地に係る公共的施設総合整備計画の策

定について 

可決すべきもの 

（全員賛成） 
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③ 令和２年６月定例会（６議案）        （６月17日・29日審査） 

№ 議 案 名 審査結果 

１ 

第37号議案 専決処分の承認を求めることについて 

(舞鶴市市税条例の一部を改正する条例

制定) 

承認すべきもの 

（全員賛成） 

２ 

第39号議案 専決処分の承認を求めることについて 

(舞鶴市市税条例の一部を改正する条例

制定) 

承認すべきもの 

（全員賛成） 

３ 
第42号議案 舞鶴市固定資産評価審査委員会条例の一

部を改正する条例制定について 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

４ 
第43号議案 舞鶴市市税条例等の一部を改正する条例

制定について 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

５ 
第44号議案 舞鶴市消防団員等公務災害補償条例の一

部を改正する条例制定について 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

６ 
第55号議案 工事請負契約について 

(旧市立舞鶴市民病院(西棟)改修工事) 

可決すべきもの 

（全員賛成） 

 

④ 令和２年９月定例会（３議案）      （９月25日審査） 

№ 議 案 名 審査結果 

１ 
第74号議案 舞鶴市職員の分限に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

可決すべきもの 

（賛成多数） 

２ 

第75号議案 舞鶴市の特別職の職員で非常勤のものの

報酬及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

可決すべきもの 

（賛成多数） 

３ 
第85号議案 京都府中・北部地域消防指令事務協議会

の設置について 

可決すべきもの 

（賛成多数） 

 

（2）予算決算委員会分科会（当該議案に係る所管事項） 

① 令和元年12月定例会（２議案）    （12月17日審査(質疑等)） 

№ 議 案 名 

１ 
第43号議案 令和元年度 

舞鶴市一般会計補正予算(第5号) 

２ 
第57号議案 令和元年度 

舞鶴市一般会計補正予算(第6号) 

 

② 令和２年３月定例会（３議案）     （３月17日審査(質疑等)） 

№ 議 案 名 

１ 
第26号議案 令和元年度 

舞鶴市一般会計補正予算(第7号) 

２ 
第28号議案 令和元年度 

舞鶴市一般会計補正予算(第8号) 

３ 
第1号議案 令和2年度 

舞鶴市一般会計予算 
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③ 令和２年第１回臨時会（１議案）    （４月30日審査(質疑等)） 

№ 議 案 名 

１ 
第34号議案 令和2年度 

舞鶴市一般会計補正予算(第2号) 

 

④ 令和２年第２回臨時会（１議案）    （５月21日審査(質疑等)） 

№ 議 案 名 

１ 
第35号議案 令和2年度 

舞鶴市一般会計補正予算(第3号) 

 

⑤ 令和２年６月定例会（３議案）    （６月17日・29日審査(質疑等)） 

№ 議 案 名 

１ 
第36号議案 専決処分の承認を求めることについて 

(令和元年度舞鶴市一般会計補正予算(第10号)) 

２ 
第41号議案 令和2年度 

舞鶴市一般会計補正予算(第4号) 

３ 
第53号議案 令和2年度 

舞鶴市一般会計補正予算(第5号) 

 

⑥ 令和２年９月定例会（３議案）     （９月25日審査(質疑等)） 

№ 議 案 名 

１ 
第61号議案 令和2年度 

舞鶴市一般会計補正予算(第6号)  

２ 
第65号議案 令和元年度 

舞鶴市一般会計の決算の認定について 

３ 
第86号議案 令和2年度 

舞鶴市一般会計補正予算(第7号) 

 

２ 委員会の開催 

№ 開 催 日 議   題 

１ 令和元年11月28日(木) 
⑴ 委員長の互選について（決定） 

⑵ 副委員長の互選について（決定） 

２ 令和元年12月17日(火) 

⑴ 議案審査（８議案） 

⑵ 閉会中の継続審査について（決定） 

⑶ １年間の活動計画について（決定） 

３ 令和２年３月17日(火) 

⑴ 議案審査（８議案） 

⑵ 閉会中の継続審査について（決定） 

⑶ 調査視察について（内容の決定） 

⑷ 市民と議会のわがまちトークについて（テー

マ及び関係団体について協議） 

４ 令和２年３月23日(月) 
⑴ 市民と議会のわがまちトークについて（テー

マ及び関係団体の決定） 
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５ 令和２年６月17日(水) 

⑴ 議案審査（５議案） 

⑵ 繰越明許費について（執行機関からの説明、

質疑） 

⑶ 閉会中の継続審査について（決定） 

⑷ 市内現地視察について（内容の決定） 

６ 令和２年６月29日(月) ⑴ 議案審査（１議案） 

７ 令和２年９月25日(金) 
⑴ 議案審査（３議案） 

⑵ 閉会中の継続審査について（決定） 

８ 令和２年10月８日(木) 

⑴ 新たな舞鶴市総合計画・後期実行計画の進捗

状況について（執行機関からの説明、質疑、評

価意見に係る委員間討議） 

９ 令和２年10月26日(月) 
⑴ 新たな舞鶴市総合計画・後期実行計画の進捗

状況について（評価意見の決定） 

10 令和２年11月16日(月) 
⑴ １年間の活動実績等について（１年間の活動

実績及び申し送り事項について協議、決定） 

 

３ 委員会活動計画に係る取組 

⑴ 重点事項とその対応 

  ① 公共交通ネットワークの利用促進に関する調査・研究 

   → 第７次総合計画・前期実行計画の点検評価を通じて現状把握等を行った。 

     先進地視察を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して実

施を見送った。 

  ② 地域防災力の強化・向上に関する調査・研究 

   → 第７次総合計画・前期実行計画の点検評価を通じて現状把握等を行ったほか、

常備消防について市内現地視察や勉強会を実施した。 

     先進地視察を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して実

施を見送った。 

 

⑵ 監視項目 

① 第７次舞鶴市総合計画・前期実行計画 

編・章・節 監   視   項   目 

１・２・１ 第２項 住み続けたいまちを支える生活基盤づくり 

 １ 使いやすい公共交通ネットワーク確保及び利用促進 

  ① 鉄道、路線バス及び自主運行バスの運行の支援 

  ③ 市民、交通事業者及び行政の連携による公共交通の利用促進 

  ④ 持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークのあり方の

検討 

１・２・２ 第４項 地域防災力の強化・向上 

 ３ 自助・共助・公助による市民防災力の向上 

  ① 自主防災組織等の育成・支援 

  ② 地域防災力の向上 

※点検評価に係る委員会の意見は別紙１のとおり 
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⑶ 先進地視察 

  新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、実施を見送った。 

 

⑷ 市内現地視察 

 ・ 消防指令システムに関する現地視察 

  日程：令和２年８月５日（水） 

  場所：東消防署 

  内容：現在の消防指令システムについての説明と質疑応答 

     消防指令センターの共同運用に向けた状況についての説明と質疑応答 

 

⑸ 意見交換会（市民と議会のわがまちトーク） 

  新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、実施を見送った（令和３年４月に実施

予定）。 

 

⑹ その他委員会活動 

 ① 総務消防委員会協議会 

 日時：令和２年１月21日（火）議員協議会終了後 

 内容：先進地視察について 

  ② 総務消防委員会勉強会 

 日時：令和２年２月10日（月）午後１時 

 内容：消防の現状について 

 

４ 前年からの申し送り事項とその対応 

 ⑴ 第７次舞鶴市総合計画・前期実行計画の監視項目については、計画初年度のため設

定しなかったが、次年は監視項目を検討されたい。 

  → 委員会の重点事項に沿った監視項目を選定し、点検評価を行った。 

 ⑵ 意見交換会「市民と議会のわがまちトーク」の意見対応として、以下の項目を議会

としての行動としているため、今後の取組を協議し、議長へ報告されたい。 

  ① 自主防災に関する地域住民の意識高揚を促し、理解を深める機会の創出に努める。 

  ② 地域住民の自主防災組織や消防団に対する理解を深める取組を通じて、担い手の

確保につながるよう努める。 

  → ＦＭまいづるや舞鶴市議会だよりにおいて、自主防災に関する啓発を行ったほか、

全議員が自主防災に関する出前講座の受講等を地域の自治会等に働きかけることと

し、議員協議会において依頼した。 

    新型コロナウイルス感染症の影響から、積極的な働きかけが困難であったことも

あり、結果として、直接的には、５件の働きかけを行い、３件の出前講座等の開催

につながった。 

    そのほか、自主防災組織の立ち上げや、既存の自主防災組織の会議、また、防災

訓練など、計14件に議員が関わり、自主防災の取組の促進に寄与した。 

 



6 

５ 次年への申し送り事項 

  特になし。 

 

 

                                      

 

委員名簿（６人） 

委 員 長 上 野 修 身 新政クラブ議員団 

副委員長 小 杉 悦 子 日本共産党議員団 

委    員 伊 藤 清 美 創政クラブ議員団 

委    員 仲 井 玲 子 会派に所属しない議員 

委    員 西 村 正 之 会派に所属しない議員 

委    員 山 本 治兵衛 創政クラブ議員団 

 

 



令和 2 年 10 月 26 日 

 

 

  舞鶴市議会議長 上羽 和幸 様 

 

 

                      総務消防委員会 

                      委員長 上 野 修 身 

 

 

第７次舞鶴市総合計画・前期実行計画の点検評価結果について 

 

 第７次舞鶴市総合計画・前期実行計画の点検評価を実施しましたので、別紙

により、その結果を報告します。 

 

  

別紙１ 



 

総務消防委員会における点検評価の結果 

（委員会としての意見） 

 

１ 鉄道、路線バス及び自主運行バスの運行の支援 

［第１編 第２章 第１節 第２項 １－①］ 

 

２ 市民、交通事業者及び行政の連携による公共交通の利用促進 

［第１編 第２章 第１節 第２項 １－③］ 

 

３ 持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークのあり方の検討 

［第１編 第２章 第１節 第２項 １－④］ 

 

４ 自主防災組織等の育成・支援 

［第１編 第２章 第２節 第４項 ３－①］ 

 

 交通事業者への支援は、公共交通の維持・確保のために必要な取組であり、

計画に沿って継続的に実施されていることを評価する。 

 金銭面の支援のみならず、市民ニーズを踏まえた公共交通のあり方を交通

事業者とともに検討し、支援することが必要であると考える。 

 取組内容として記載されている事項が着実に実施されていることを評価

する。 

 令和元年度の数値目標が達成できていないことについては、新型コロナウ

イルス感染症の影響等によるものと理解するが、これまでと同様の取組に留

まることなく、公共交通利用者数の増加に取り組まれたい。 

ＩＣＴ等を活用した新たな交通システムの構築に向けた具体的な取組と

して「舞鶴市共生型 MaaS“meemo”」が動き出したことを評価する。 

新たな取組であることから、課題はあるものと考えるが、それらを利用者

の声も踏まえて整理し、持続可能なシステムとしての実用化に向けて取り組

まれたい。 

積極的なアプローチと地域へ出向いての働きかけなどにより、自主防災組

織が新たに組織されていることを評価する。 

自主防災組織の充実に努めることが市町村の責務とされていることに鑑

み、課題解決を含めた粘り強い対応により、未組織の地域における設立とリ

ーダーの育成を図られたい。 

別紙 



 

 

５ 地域防災力の向上 

［第１編 第２章 第２節 第４項 ３－②］ 

 

 

 

  

地域防災計画の策定には至っていないものの、地域の災害特性に合わせた

タイムライン作成の説明会の実施などに着実に取り組まれていることを評

価する。 

地域防災計画のモデルとなる自主防災組織等を他地域へ周知し、計画策定

の数値目標の達成に向けて取組を加速されたい。 



 

第７次舞鶴市総合計画・前期実行計画の点検評価項目 

 

【総務消防委員会】 

編・章・節 点 検 評 価 項 目 

１・２・１ 第２項 住み続けたいまちを支える生活基盤づくり 

 １ 使いやすい公共交通ネットワーク確保及び利用促進 

  ① 鉄道、路線バス及び自主運行バスの運行の支援 

  ③ 市民、交通事業者及び行政の連携による公共交通の利

用促進 

  ④ 持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークのあ

り方の検討 

１・２・２ 第４項 地域防災力の強化・向上 

 ３ 自助・共助・公助による市民防災力の向上 

  ① 自主防災組織等の育成・支援 

  ② 地域防災力の向上 

 

 

参考 



①
鉄道、路線バス及び自主運行バスの運行の支
援

③
市民、交通事業者及び行政の連携による公共
交通の利用促進

④
持続可能で利便性の高い公共交通ネットワー
クのあり方の検討

委員会で出された各委員の意見

【総務消防委員会】
※　委員間討議の際に委員会としての総意とはならなかったものの、各委員から
　出された評価意見や質疑の際に出た意見を取りまとめたものである。

点　検　評　価　項　目 評 価 に 係 る 意 見

第
１
編
　
第
２
章
　
第
１
節
　
第
２
項

１
　
使
い
や
す
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
確
保
及
び
利
用
促
進

・　取組や進捗状況については評価できる。高齢化が進む中にあって、田舎でも不自由
　を感じない交通の維持が望まれる。
・　市民ニーズに応えるために必要な極めて重要な支援策の一つであり、この取組は概
　ね評価できる。
・　市民生活に欠かせない公共交通であることから、事業者の要望を聞き取ることも含
　めて支援に取り組まれたい。
・　市民ニーズを的確に把握し、企業努力を促すことも必要であると考える。
・　市民一人一人が公共交通の役割と重要性を認識できるように取り組まれたい。

・　取組や進捗状況については一定評価できる。更なる利用促進の取組が求められる。
・　目標数値を下回ったが、新型コロナウイルス感染症の影響もあり概ね評価できる。
　人口減少や高齢化が進む中、交通弱者を守ることにもなる「meemo」が動き出したこ
　とは評価できる。
・　新型コロナウイルス感染症の影響があったとはいえ、目標数値が達成できていない
　ことを真摯に受け止め、新たな取組も検討するなど、一層努力されたい。
・　新型コロナウイルス感染症等の影響もあり、目標数値は達成できていない。積極的
　な利用促進とともに、まちづくり全体を踏まえた地域交通計画を検討されたい。
・　市民の声を聞く場を持ち、利用の喚起に努められている点が評価できる。

・　取組や進捗状況については評価できる。「meemo」の実証実験で生じた課題を改善
　し、実用化に向けて進めていただきたい。
・　「meemo」は人口減少や高齢化が進む中で重要な施策であり、取組は評価できる。
・　取組については評価できる。課題や改善点は多いと思われるが、持続可能な取組と
　なるよう期待する。
・　「meemo」の実証実験は、多くの課題があると思うが、１０年後を見据えた取組に
　期待する。
・　課題もあるが、住民のニーズは感じられることから、今後の取組に期待する。
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委員会で出された各委員の意見

【総務消防委員会】
※　委員間討議の際に委員会としての総意とはならなかったものの、各委員から
　出された評価意見や質疑の際に出た意見を取りまとめたものである。

点　検　評　価　項　目 評 価 に 係 る 意 見

①
自主防災組織等の育成・支援

②
地域防災力の向上
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・　取組や進捗状況については評価できる。自主防災組織の結成に向けて、今後も地域
　へ出向いて働きかけていただきたい。
・　目標数値は概ね達成できているものと評価できる。未結成の自治会の課題を整理し
　て取組内容を見直すことも検討するなど、更なる充実が望まれる。
・　取組や進捗状況については評価できる。理解を深めていただけるよう丁寧な説明や
　助言に取り組まれたい。
・　地域へ出向いて結成の働きかけが行われていることを評価する。新型コロナウイル
　ス感染症の影響もあり、機会の創出が困難ではあるが、粘り強く取り組まれたい。
・　自主防災組織の新たな結成も必要であるが、実際に機能する組織として育成するこ
　とが必要であると考える。

・　取組や進捗状況については評価できる。まずは「タイムライン」の作成に努力し、
　地域防災計画の作成につなげていただきたい。
・　目標数値が達成できていないことから、今後、モデルとなるような組織を各地域で
　選定するなど、取組の加速化が必要であると考える。
・　自治会や町内会の理解を得るための努力が必要であると考える。
・　具体的なモデルをもって各組織に広めていくことが望ましい。
・　模範となる自治会もあり、被害状況に応じた呼びかけが実施されていること点が評
　価できる。
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